
少し前から、自分でなにか新しいことをしたいと準備はしていたのですが、い

つ実行するかというのは、まだ決まっていませんでした。でもある時、不思議

なことに、いろいろなタイミングが、ある瞬間にぴたりと合ったような感覚をお

ぼえました。 

昔の仕事の先輩で、自分で起業をした方と会う時間がふっとできたり、少し

ずつ自分の背中を押すものが、一つ一つ積み重なって、気がついたら、「起

業をするときなんだ」と気づくような感覚です。 

今でも、友人たちに何が決定的な理由になったかと聞かれると、答えるのは

難しいです。機が少しずつ熟していって、その時が来たと感じたからというし

かありません。 

時間を無駄にせずに起業するには 

起業を決めたのは、ある日「その時」が来たから 
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利用者   リレーインタビュー …………  

昔、ふと思ったことが仕事に 

 

 

 

 

 

私からのワンポイントアドバイス 

とてもシンプルですが、動画を作ることが、ビジュアダム合同会社の仕事で

す。実写の撮影だけでなく、アニメーションの製作まで経験があるので、ジャ

ンルに関わらず、どんな映像製作でも可能なのが強みですね。 

仕事ではかれこれ15年ほど映像製作を続けていますが、この世界に入った

のは若い時に友達同士で撮影したビデオを上映しあったりして、とても楽し

かった思い出があったから。今でも動画を撮るという作業は、自分にとって

大事なものです。 

起業をしようと思い立ちワンストップセンターで登記をして、オフィスを見つけ

た後、無我夢中で突き進み気が付けば、事務所がある会社が1カ月ほどで

できていました。 

TOSBECに行くまでは、会社をつくらずに個人事業主でもいいのではと思っ

ていたのですが、センターの中小企業診断士の方と3回面談をしてもらい、

お客さんである法人の立場に立つと、個人事業主よりも「会社の設立」をし

た方が、取引がしやすいと確信しました。 

会社の種別を株式会社でなく、合同会社にしたので、公証人の定款認証も

いらず、手続きがずっと早く済んだ理由として、大きいと思います。もし、起

業を悩んでいる方がいるなら、「会社の登記自体は思っているほど難しいこ

とではないんだよ」というのを伝えたいです。 

私のように、ふと思いたって起業を決意する場合でも、事前に準備

をしておいたほうがいいこともあります。例えば、ウェブサイトなどです。

実はウェブサイトは完成して立ち上げても、すぐには検索エンジンに

かかるようにはならないという落とし穴があります。 

まずは早めにウェブサイトから作って、いつ起業をしたいと思っても

良いように、準備してみるのをおすすめします。 

ビジュアダム合同会社 代表 平永 真さん 
プロフィール／20代から映像系の制作会社で映像の世界を学び、30
代で映像制作全体の管理を行うディレクターとして活躍する。商品や
サービスの紹介動画の他、アニメーションといったジャンルまで幅広い経
験を持つ。2019年6月ビジュアダム合同会社を設立。 

【東京開業ワンストップセンター】 
住所：東京都港区赤坂1-12-32 アーク森ビル 日本貿易振興機構（ジェトロ）本部7階  

電話：03-3582-8352  FAX：03-5561-4123 
URL: http://www.senryaku.metro.tokyo.jp/onestop/japanese/top/ 

東京開業ワンストップセンター（TOSBEC）は、会社の設立に必要な各種手続を一か所で行える相談窓口です。 
起業と聞くと、人生のとても大きなステップのようで、敷居も高く感じてしまうもの。今回インタビューをする平永さんは、
そんな敷居を感じさせず、たった1カ月で会社の登記からオフィスとの契約まですべてを終わらせてしまった起業家
さんです。今回は、そのスムーズな起業の秘訣をじっくりお伺いします。 

相談体験会を随時開催しています。 参加者募集中！  誰でも無料でご利用いただけます！ 

 

 

「様々な助けがあり“ひと月”で起業に至ることができました。」 

起業をすると決めた瞬間からは、すぐにパソコンに向かい、起業の手続きに

ついて、検索をポンとかけました。いろいろな情報が見つかるのですが、情

報を集めることはできても、時間ばかり過ぎていきます。早く信頼できる情報

を集めるために、プロに相談することに決めました。 

東京開業ワンストップセンター（TOSBEC）の存在をウェブ上で見つけるのは、正

直難しくはありませんでした。各専門家の相談ブースが全て１つに集まっている場

所は珍しいので、目を引かれたのだと思います。 

 

動画を使わない人たちが、動画で声を伝えられるように 

動画は色々なところに溢れているのですが、動画を使いたいけど、なかなか

そこへの入り口をみつけられていない業種も沢山あると思います。 

動画は、声を届けるのには、本当はちゃんと助けになってくれるもの。そんな、

今まで動画を使うことができなかった分野の人達でも、自分が窓口となるこ

とで、きっと力になれると信じています。自分で作った会社で、そんな動画を

作っていけたらと思います。 

 


